


ば、軒丸瓦が採集されており瓦窯が存在したと推定さ

れている。愛知川の支流である棚上川上流のお岸には、

愛東町下中野所在の大覚寺田遺跡側、同町閤所在の坊

主谷遺跡が存在する。大覚寺田遺跡、では、確認された

窯跡が6基あり、その内の 1基から瓦片が採集されて

おり瓦窯の存在が示唆され、これらの窯跡は奈良時代

中期~後期に比定されている。坊主谷遺跡では、『近江

愛智郡志Jによると布自瓦が採集されていることから
瓦窯が存在したと推定されている。

3.高坪山古窯跡の遺物について

今回紹介する資;jfJI.は、昭和50年度に行われた滋賀県
教育委員会の調査ののち、秦荘町教育委員会の林定信

氏に実見させて頂いた資料である。氏によるとJ今か
ら10年程前に、図 2の埋蔵文化財包議地のうち、丘陵

東端部の接面審印の場所において、地元中学生が、崖

から崩れ落ちた灰原層の土に混じって瓦を発見した。J
と出土状況の説明を頂いた。現在、遺物は秦荘町歴史

文化資料館にて保管されている。これらの高坪山古窯

跡、から発見されている遺物から古窯跡の位置付けにつ

いて、若干の考察を行ってみる。ここでは、拓本、実

測可能なものを図化した。

(1) 平瓦

平瓦は、大きく 2種類に分類できる。 1類は、砂粒・

小在を合むやや粗い胎土をもち、軟質で色調は褐色を

呈す。 I類は、 I、2、3、6、8の平瓦である。 1

は、広端面の厚みが約2.2cmを測る。凸面には、若干斜
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格子タタキの痕跡が残る。四面には、明瞭ではないが

布目痕跡が残る。側面には、外国にのみ一度ヘラ削り

を施す① (b)0 2は、瓦中央部の厚みが約2.5~3.0cm、

広端商では約1.3cmをiRUる。四面には、布の綴じ白及び、

糸切り痕跡が残る。側面には、外国にのみ一度ヘラ部

りを施す(b)0 3は、広端部の摩みが約2.1~2. 5cmを

測る。間部には、桶巻作りを示す分割突帝の痕跡、及

び模骨痕跡が端に残る。 6は、広端面の厚みが約2.1cm 

を測る。凸面には、図面では明確ではないが斜格子タ

タキ痕跡が確認できる。出面には布の綴じ目、模骨痕

跡、分割突若干の痕跡が残る。側部には、外部に一度ヘ

ラ削りを施し、端部を丸く収めている(c ) 0 8は、側

面の厚みが約2.2cmを澱り、胎土はやや粗く 2mm角の小

石を若干含む。間部には、粘土の継ぎ目が断面にまで

明確に残り、分割突帝がみられる。側面には、ヘラ削

りを施さない (a)。

H類は、 7の平瓦のみである。端商の態みが約1.3cm

を測り、飴土はやや粗く、 2mm角の小石を含む。焼成

が良好で硬質。色調は暗灰色を呈する。側面には、内

面にのみ一度ヘラ削りを施す(d)。基本的に上記の 2

種類の平瓦は、凸面に模骨痕跡、布の綴じ合わせ痕跡、

粘土板の継ぎ合わせ目、分割突帯が残ることから粘土

板桶巻き作りで製作されていると考えられる九

(2) 丸瓦

丸瓦は 5、9である。砂粒・小石を含むやや粗い胎

土をもち、焼成は不良のため軟質で、色調は淡灰褐色
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凸面タタキ 四百布自の 1cm 側面端部
図版番号 ネ重 男リ 凸面調整

一辺の計測値(叫
四面調整 あたりの計測鑓

調整
色調 焼成

縦方向 横方向

平瓦 斜格子タタキ後横ナデ消し 0.9~1.0 布毘痕 9 X 9 b 淡褐色 やや不良

2. 平瓦 斜格子タタキ 0.9~1.2 布呂痕 10 X 10 b 褐色 やや不良

3圃 平 瓦 斜格子タタキ 0.8 布自痕 8 X 8 a 灰褐色 良好

4. 隅平瓦 斜格子タタキ 0.8 布目痕 9 X 9 b 褐色 不良

5. 丸瓦 摩減 布目痕 摩滅 一 淡灰褐色 不良

6. 平瓦 斜格子タタキ 0.9~1.2 布目痕 8 X 8 C 褐色 良好

7. 平瓦 斜格子タタキ 0.8 布目痕 10 X 10 d 暗膏灰色 良好

8. 平瓦 斜格子タタキ O. 8~ 1. 0 布目痕 8 X 8 a 褐色
不不 良良

9. 丸瓦 摩滅 布目痕 摩滅 一 淡白褐色

第 1表出土瓦分類表

a b c d 
第6図側面端部分類模式図

今回、提示した高坪山古窯跡の平瓦は、凸面に模骨

痕跡、布の綴じ合わせ跡、粘土板の継ぎ合わせ目、分

割突帯が残ることから粘土板桶巻き作りで製作されて

いる。これまで報告されている高坪山古窯跡の遺物は、

須恵器の牽、杯、高杯、短頚輩、直口壷などであった。

これらの須恵、器から、陶巴編年の TK209型式~TK46

型式までの 3型式⑫など先学の研究ωによって、当窯は

7世紀前葉に須恵器窯として操業を始めたと考えられ、

白鳳期に至りこの丘陵を利用して瓦生産を行ったと考

えられている。白鳳期から奈良時代における当地域東

方、鈴鹿山系からの丘陵や山裾を利用した高坪山古窯

跡などの窯跡で生産された瓦は、主に湖東北地域のい

ずれかの寺院に葺くことを目的に生産されていると推

測される。そのうち現段階で生産地と供給先が明確に

示唆されているのは、塔ノ塚瓦窯から塔ノ塚廃寺と、

正法寺瓦窯から竹ノ鼻廃寺への 2か所だけである。

高坪山古窯跡の遺物の検討から、操業期の須恵器生

産、そして寺院造営に掛かる瓦生産技術の導入により

新たな技術伝播を想定できる。当地支配者による古墳

築造に掛かる強いエネルギーが継続し、寺院造営へ転

換倒していく時代の変化という問題の一端を示す資料

と考えられ、この事に関しては今後の課題としたい。

最後に、小文を作成するにあたり林定信、重岡卓、

西村医広の三氏をはじめ、北村圭弘、角健一、高橋学、

細川修平、仲川靖、畑中英二、林純、藤崎高志の諸氏

に貴重なご、助替を賜った。末筆ではありますが、記し

て感謝申し上げます。

(竹村吉史)
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